
東海地震予知情報

発表された時の対処法とは？

LIB 防災お役⽴ち情報



■東海地震予知情報が発表された際に注意すること

東海地震”予知”情報（警戒宣⾔）がだされるとどうなる？

公共交通機関は運航が停⽌する

耐震性が低い建物の商店は営業が停⽌する

⼀部のATMを除き⾦融機関は営業が停⽌する

学校や幼稚園は全て閉じられ、休みになる

病院などは急患を除く外来診療が停⽌する

　　　※電気・ガス・⽔道は通常通り利⽤できます。
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■東海地震”予知”情報（警戒宣⾔）が出されたら何をする？

⾃宅が避難対象地区（津波・崖崩れ）にある場合は、あら

かじめ指定されている『避難地』へ移動します。

⾃宅が避難対象地区（津波・崖崩れ）以外にある場合

は、地震に対する備えについて再点検を⾏います。また

地震発⽣の本番に備えて周囲の安全には常に気を配

り、⼆次災害から避難するための⾮常持ち出し袋につい

ても確認をします。
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■東海地震予知情報(警戒宣⾔）の内容と、発表時の対処⽅法

予知情報（警戒宣⾔）が発表されると、政府や⾏政は地震発⽣を前提

とした準備を開始し、個⼈や家庭にも⼤地震発⽣に対する備えが求め

られます。

●⾃宅が避難対象地区（津波や⼭・がけ崩れの危険地域）にある場合

・あらかじめ指定された「避難地」へ移動します。避難地は原則として

屋外で、予知情報（警戒宣⾔）が解除されるまでは⾃⼒での⽣活が求

められるため、キャンプ道具に近い⽤品と⾷料などを、あらかじめ⽤意

しておく必要があります。

※東海地震が発⽣した場合、早い場所では数分以内に巨⼤津波が押

し寄せる可能性があるため、海岸には絶対に近づかず、地震発⽣前に

安全な避難地へ移動しておくことが必要となります。
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●⾃宅が避難対象地区の外にある場合

▼家の中を再点検しておく。

 ・家具の固定が緩んでいたら直しておく。

 ・⾼いところにある重量物は下ろしておく。

 ・窓ガラスに⾶散防⽌フィルムを貼っておくか、カーテンを引いておく。

 ・就寝時には枕元に懐中電灯・靴・着替えなどを置いておく。

▼⽕災に対する備えをしておく

 ・ガスコンロの使⽤は最⼩限にし、未使⽤時は元栓を閉める。

 ・⽯油ストーブなど裸⽕を⽤いる暖房の使⽤は控える。

 ・使っていない電気製品のコンセントは抜いてく。

 ・消⽕器や消⽕剤、消⽕⽤の⽔などを⽤意しておく。
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▼貴重品や必要不可⽋なものの管理を厳重にしておく

 ・メガネ、⼊れ⻭、補聴器などを使っている場合は常に⼿元へ置く。

 ・持病の薬を飲んでいる場合は、⽔と⼀緒に持ち出せるように

　まとめておく。

 ・現⾦や通帳などの貴重品はまとめておく（盗難に注意）。

▼備蓄品、地震対策グッズの確認をしておく

 ・懐中電灯やラジオの電池を確認して使えるようにしておく。

 ・バール、ノコギリ、ジャッキなどの救助⽤具を⽤意しておく。

 ・空いている容器や⾵呂の浴槽に、⽔をたくさんためておく。

 ・冷凍庫に保冷剤（またはペットボトルなど）を多めに⼊れておく。



備えあれば憂いなし



Thank you!Thank you!

最後までご覧いただき
ありがとうございました！

あなたとリブ


